


私の職業病私の職業病
無 意 識 に 身 体 が 反 応 し ち ゃ う ！ ？

プライベートのとき、つい仕事の癖が出てし
まうことはありませんか？現場で作業されて
いる方は、特に思い当たる節があるのではな
いでしょうか。今回は２名の方に、無意識に
出てしまう職業病についてお聞きしました！

なか   みち   つかさ

中道 師さん

どこに行っても天井を見上げてしまう

私の職業病

外出先で、いつもつい天井を見上げてしまうことが私の職業病です。良
い天井、悪い天井をジャッジしているというわけではなく、何となく「こ
の天井は、デザインが凝っているなあ」と感じる程度。特に仕事に活かす
ために観察しているわけではありませんが、癖になっています（笑）

つい気になって自然と目が行くように

癖になっている理由

普段から、内装工事の仕事で天井の下地・ボード貼り
をしているため、つい気になってしまうのだと思いま
す。癖になったのは、この仕事を始めて５年目くらいか
らでしょうか。自然と目がいくようになりました。

宿泊先の美しい天井にうっとり

職業病エピソード

先日、プライベートで京都旅行に行ったのですが、宿
泊先のホテルの天井がとても美しく、印象に残ってい
ます。おそらく歴史のある洋風の建築物で、平らではな
く段がついた凝った構造になっていました。高さに変
化をつけた設計のため、作る工程はきっと大変だった
であろうと思います。

にし  うら     まさ    き

西浦 雅季さん

つい壁を触りながら現場を歩いてしまう

私の職業病

ボードとボードの境目に段がついていないか、綺麗に貼れているか
が気になり、つい触ってしまう癖があります。自分で施工した壁はも
ちろん、他の方が作業をした壁であっても、ふと気がつくと触って確
かめてしまうのです。

人の仕事を見て、自分の仕事を再確認

癖になっている理由

いつから始めたのかは覚えていませんが、もうかなり昔
だと思います。他の方が綺麗に作業されていると、自分
もしっかりやらなければという気持ちになるため、無意
識にプレッシャーをかけているのかもしれません！

次工程の方からお褒めの言葉が

職業病エピソード

ボードを貼るときは、作業後に全体を見て確認するこ
とが重要です。その上で、気になるところがあればすぐ
に修正。そうすることで、経験が浅い方でも綺麗に貼
ることができると思います。また、私がいつも心がけて
いるのは、次工程の業者の方に安心していただく仕事
をすること。「ここ綺麗に貼ってあるな」と言われるよ
う、一緒に頑張りましょう！

夏原の「心得」について社長に解説をしていただくコーナー。今回は「配慮」がテーマです。
現場で働く職人さんへ、感謝の気持ちを伝えること、丁寧な態度を持つことの大切さにつ
いて、社長から実践的なアドバイスと熱いメッセージをいただきました。

「配慮」の項目を定めた背景
丁寧な態度と感謝の気持ちが信頼関係
をつくる
仕事を円滑に進めるコツとして、相手に気に入っ
てもらうことが重要だと思います。そのためには
言葉遣いに気をつけ、思いやりを持って人と接す
ることが大切です。また、挨拶やお礼は声に出す
ことで、初めて相手に伝わるもの。相手に信用し
てもらうためには、「配慮」の気持ちを持ってコ
ミュニケーションをとるように心がけてもらいた
く思います。

会社の共用物を大切に使おうとする心構え
ある職人さんは、みんなのことを第一に考え、行動してくれていま
す。みんなが乗るからと、車の中を掃除して綺麗に使っているので
す。「配慮」の気持ちがあれば、車を使うみんなも綺麗に車を使うの
ではないでしょうか。誰からも頼まれていないことを率先してやって
くれるため、非常に評価しています。

心得浸透企画心得浸透企画

職人さんの「配慮」に優れた行動
夏原社長が見た！
夏原社長が見た！

配慮
●相手への配慮を忘れず、言葉遣いに気をつけ、思いやりを持って人と接している
●常に感謝の気持ちを持ち「ありがとう」「ごめんなさい」をしっかり言えている
●誰かにものを頼むとき、相手の都合を考え日数に余裕を持たせて依頼している
●次に使う人、管理している人のことを考えて行動している

配慮編

夏原 崇介社長
な つ  は ら   そ う  す け

理想の姿
先輩・後輩の垣根を越えた思いやり
現場では、先輩・後輩の関係があり、それぞれに

「配慮」してほしいことがあります。後輩は、作業
を教える先輩に対して感謝の気持ちをしっかり
と伝え、積極的に教わりにいく姿勢を持ってくだ
さい。一方で、先輩はただ怒るのではなく、どの
ような点が良くなかったのかを丁寧にレクチャー
しましょう。


